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年
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と
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ら
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す
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療
が
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。
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・
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を
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。
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嵐
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て
原
因
も
い
た
み
も
な
い
の
に
や
せ

て
く
る
‘
知
己
か
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く
白
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す
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マ
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の
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＼
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．
、
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に
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支
じ
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」
り
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な
れ
か
」
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宅
山
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仮
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、
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中
人
長
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＼
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な
い
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パ
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・
叶
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な
い
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］
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－
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今
、
川
正
過
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「
か
く
る
っ
た
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、
仰一

J
士

、つん
い・
次
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小
い
は
い
か
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合
～）

！
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・χ
・
ル
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つ
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ま
仁

っ
そ
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・
・な
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『川
町
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）

い
か
か
す
れ
て
長
く
な
お
ら
な
い

こ
よ
は

た

い

か

〈

喉

叫

的
）

九
、
小
川悦
円
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が
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か

っ
た

n
、
山．か

体
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よ
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1
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民
ス
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収
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小
学
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別
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①
仏
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（
．
ム
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谷
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（
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①
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小
学
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①
勝
郎
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（
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①
土
仲
介

節
r
寸
〈
南
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①
折
谷
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柳
川
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中
学
俊
男
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①
吉
田
伸
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（
間
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①
竹
内
雅

和
ハ
笹
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）
①
軒
井
威
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（
南
保
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ま
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フ
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な
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か
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ザ
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の
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険
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と
い
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れ
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や
内
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山
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．
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れ
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仁
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V

刷
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で
す
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ゆ
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う
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が

ト
〈
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と
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ま
す
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い
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e．h
閉
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・

jm十
二
川
町
民
以
球
大
会
凶
紡

附
体
戦

間
山
子

女

f
①
糠
①
削
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区

①
耐
保
①
前一

一区一

個
人
戦
由
子

①
野
末
禿
．一一

（
約
一
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①
水
島
一
友
っ
と

①
中
島
恵
子
（
南
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）
①

西
村
民
子
（
五
箇
庄
）
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事
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述
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ゾ
成
人
病
検
診

h
J
け
は－
m
w
tゆ－

w
r八次
任
公
民
館

、v八J
kr
仁
、
金
仁
、
出
川
、
J

・一枚
橋
〉

M
U
は
・初

i
日
・叩

恨

川

公

民

館

（仙
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v
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児
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n
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i
k
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E
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1
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円
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山
崎
連
絡
所

（
山
崎
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出
来
七
ニ
グ
ー

へ
市
保
、
野
中
v

〉
野
犬
捕
縄

三
月
二
十
三
日
に
行
な
い
ま
す
ω

針
卜
人
や
姶
犬
、
あ
る
い
は
飼
主
が
い
て

も
草
川
臥
し
て
な
い
わ
八
を
凡
か
け
た
心
は

役
場
術
生
保
ま
で
と
迎
絹
く
だ
さ
い
じ

V
叫

n町
ね
ず
み
一
湾
印
税
除
運
動
第
二
期

三
け

一
凶
か
ら
二
十

U
ま
で
（
民
生
課
】

＝
一
月
の
人
権
法
樟
相
畿

・・・・・・・・・・・・・・・
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お
い
て
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二
十
二
日
午
後
一
時
よ
り
泊
公
民
館
に

（
総
郵
課
V
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農事教室

も、

U
T
F筏
術
が
あ
っ
て
始
め
て
応
用
技

術
が
生
き
て
く
る
の
で
す
。
基
幹
技
術
の

修
得
と
確
実
な
実
行
ζ
そ
、
二
割
増
産
、

古
訓
省
力
に
つ
な
が
る
大
き
な
役
割
に
な

る
め
で
す
ο

も
う
す
ぐ
一一一月
、
水
栴
極
，
l
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
。
種
子
の
遜
額
、
消
毒
か

ら
椛
裂
に
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

納
干
の
円
以
百
は
、
的
ち
に
哨
肱
と
鮎
び

っ
く
の
で
す
。
前
代
半
作
で
す
。
本
国
面

的
の
＼
J
T九
%
の
同
組
の
出
口
問
は
昨
作
は

刈
明
で
あ

η
ま
し
た
が
、
的
代
作
り
は
伺

削
れ
良
ボ
円
か
ら
と
、
同
僚
併
に
な
る
技
術
に

対
し
、
徹
いほ
し
て
究
明
し
、
労
力
を
つ
ぎ
込

b
y」
と
だ
あ
る
“
省
力
の
美
名
に
ま
ど
わ

さ
れ
て
、
制限
併
と
な
る
技
術
面
を
お
ろ
そ

か
に
す
る
こ
と
か
一
番
恐
し
い
の
で
す
－L

的
代
段
式
は
、
時
代
の
進
歩
に
即
応
し

た
州
行
市
川
悼
式
が
健
泊
育
成
の
見
地
か
・
・り

部
し
い
の
で
す
3

仰
い
川
の
む
必
に

つ
い
て
ヘ
二

度
．
い
は
省
し

て
的
作
り
＆
し
℃
く
だ
ざ
J
o

緑
化
に
協
力
し
よ
う

苗
木
即
売
会
案
内

健
苗
と
は

上
発
根
力
の
大
な
る
苗
。

2
無
病
、
虫
害
の
な
い
苗
0

3
よ
く
整
っ
た
苗
で
あ
る
。

そ
の
他
罰
々
の
条
件
が
あ
る
が
、
少
く
と

も
右
の
三
条
件
が
必
要
で
あ
る
ζ

と
を
よ

く
考
え
て
、
さ
ら
に
、
他
の
条
件
具
備
に

努
め
て
く
．
た
さ
い
。
農
家
個
々
が
苗
代
作

り
を
す
る
に
む
だ
が
あ
る
乙
と
が
多
く
、

健
苗
が
で
き
難
い
人
は
共
同
育
甫
へ
踏
み

凶
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
後
の
民
業
経
岱
は
大
型
化
♂
れ
な
い

と
、
合
理
化
さ
れ
な
い
時
代
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
考
え
、
協
業
ま
た
は
集
団
経
営

へ
の
第
一
次
段
附
と
し
て
、
苗
代
の
共
同

甫
簡
を
ぶ
年
乙
そ
実
行
い
た
し
ま
し
ょ
う

（
朝
日
農
業
改
良
常
及
所
）

町
県
民
税
の
申
告
は

三
月
二
十
二
日
ま
で
で
す

コu・u

－
、
円

時

四

月
一
日

（金
）
限
り

介
前
八
時
三
十
分
よ
り
（
雨
天
決
行
）

二
、
場
所
朝
日
町
役
場
前

三
、
共
催
ド
新
川
地
区
林
業
改
良
普

生
協
会
、
明
日
町
総
化
推
進
委
員

円、

即
売
樹
仲
間

陛
闇
樹

三
十
額
類

化

木

二
十
阿
。

県
出
問

二
十
九
ウ

比

紋

ト

ト

』
7

側
出
刊
は
．
五
十
円
よ
り
、
キ
．
．
 
山
円
ま

で
、
即
売
本
数
に
制
限
あ
り
、
お
早
め

に
ど
う
ぞ
H

〈
産
業
課
）

消
防
署
だ
よ
り

マ
「
無
火
災
日
」
県
民
連
劃

毎

月

＋

五

日

出
山
県
の
火
災
件
数
は
、
年
々
増
加
の

状
況
に
あ
り
、
火
災
の
現
象
も
死
傷
者
が

多
く
な
り
、
ま
た
消
火
し
に
く
く
、
し
か

も
燃
え
か
た
が
恩
く
、
非
常
に
危
険
性
が

尚
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
白
山
県
で
は

県
民

一
人
ひ
と
り
が
、
職
場
に
あ
る
と
家

峰
に
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
防
火
に
つ
い
て

U

責
任
を
も
っ
と
と
を
眼
同
に
、
毎
月
十
王

R
を
「
無
火
災
自
」
と
定
め
、
火
災
か
ら

尊
い
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
一
、
広
く
県

民
運
動
と
し
て
お
し
進
め
る
と
主
に
な
り

ま
し
た
。量
点
目
標

一
、
1

照
火
災
自
」
制
定
の
趣
旨
普
及
。

二
、
火
災
予
防
思
想
を
高
め
る
。

も
え
な
い
工
大
、
焼
か
な
い
注
意

三
、
家
庭
の
消
防
計
両
を
お
し
進
め
る
。

－
一
月
二
十
五
日
は

電
気
記
念
日
で
す

明
治
十
一
年
三
月
三
十
五
日

日
本
に
は
じ
め
て
電
灯
が
つ
け
ら
れ
た
目

で
す
。巾
な
る
開
明
か
内
、
産
業
発
展
の
動
力

と
し
て
、
人
類
の
生
活
文
他
を
支
え
、
そ

れ
を
推
進
す
る
屯
気

先
覚
お
の
倫
業
を
感
謝
し
、

便
利
な
抱

一
%
魚
店
で
、
刊
か
な
生
活
を
築
き
ま
し
ょ
一

久
J

。

－

（
北
陸
電
力
E
E）

’on
u
a
a
T
 

［
バ
ケ
ツ
に
二
杯
程
度
の
水
、
ま
た
は

小
型
消
火
器
を
用
意
し
て
お
く
c

2
万
一
火
事
に
な
っ
た
場
合
、
滑
防
署

へ
の
早
い
通
報
は
ど
の
よ
う
に
す
る

‘。
4
H
 

3
梢
防
自
動
車
が
く
る
ま
で
の
初
期
の

消
火
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

十
市
ハ
本
が
大
き
く
な
っ
た
ら
誼
鱒
は
ど

の
よ
う
に
す
る
か
。
特
に
老
人
、
病

人、

子
ど
も
nu
泣
慨
に
つ
い
て
、

な
ど
家
町
に
お
い
て
の
的
問
川
阿
を

w．

て
て
米
中
で
訴
し
あ
っ
て
お
く
。

刊
、
危
険
物
の
取
敏
い
や
、
特
殊
建
物
な

ど
の
防
火
依
制
を
強
め
る
。

宜
、
消
防
体
制
の
強
化
と
愚
前
を
関
る
。
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・

毎
月
l
・h
－H
に
は
、
制
七
時
、
夜
九
時

に川駅
．1
r

一
斉
に
サ
f
レ
ン
を
吹
－w．
し
ま
す

月
秒
的

6
mυ休
（

一戸一
一間）

マ
春
の
火
災
予
防
運
動

一
、
期
間

同
月

一
日
J
七
つ

一
、
蛍
察

期
間
中
消
防
署
凶
又
は
回
目
に
よ
る
各

戸
査
察
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

一
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

期
間
中
朝
七
時
、
夜
九
時
mw
二
問

目
秒
間

6
秒

休

ハ

三
川
）
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